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１．モザイクの構造
　モザイクの技法と歴史からお話します。私の
研究室は2005年から2010年にかけて、西ローマ
帝国末期450年前後に作られたガッラ・プラチ
ディア霊廟モザイクの保存修復調査と修復作業
を行いました。その経験の中から、今日はいく
つか資料を用意しました。モザイクとはどのよ
うな芸術であるか、まず、お話しましょう。
　モザイクは壁画の一技法です。単なる絵画作
品というよりも建築物に付随する表現です。要
するに建材です。建材と共に表現が成り立って
いる絵画です。古代ローマの時代は都市の床や
建造物の内壁、天井などをモザイクで装飾して
いました。それは全て建物の構造の一部です。
床はモザイクでしたら１メートル位の深さがあ
り、第一層・二層・三層・四層という構造で成
り立っています。理論的にもしっかりしたもの
です。１番底の部分には人間の頭くらいの石を
ごろごろ敷いて、砂利などだんだん粒の小さい
石を敷いて、最終層には細かい砂を混ぜた石灰
層の上に大理石のモザイクを埋めていきます。
このように頑丈に作られているので二千年持っ
ています。ですから構造と最終仕上げ層、そう
いう意味で見ますと壁画というものは構造物と
して下地が重要だと言えます。モザイクは石材

やタイル、色ガラスを必要な形にハンマーで割
り、セメントモルタルまたは接着剤で固着しま
す。これは現代のやり方ですけど。ギリシャ・
ローマ時代には接着剤のような便利なものはあ
りませんから自然素材、ポッツォラーナという
凝灰岩の粉末や川砂、大理石粉末、レンガ片を
骨材とした石灰モルタルを使用していました。

２．モザイクという名称について
　ムーサイ、これはギリシャ神話に出てくる詩
や音楽を司るニンフ達です。モザイクは、ムー
サイというギリシャ語が語源であると言われて
います。同じ意味としては、ミュージアムです
とか、またはミュージックなどと語源が一緒で
す。スペルもよく似ています。
　モザイクには12種類くらいの表現様式があり
ます。その中で５つ代表的なものを紹介します。
　１〜４が舗床モザイク、床モザイクの表現で
す。１つ目がオプス・ラピッリ、これは玉石モ
ザイクです。２番目は　オプス・テッセラート
ゥム、これは皆さんが想像するモザイクです。
サイコロ状の石を並べて作るスタイルです。次
はオプス・セクティーレ、これは象眼モザイク
のことです。次はオプス・シンニヌム、これは
モルタルが主体となったモザイクです。そのモ
ルタルというのはコッチョペーストといい、レ
ンガの瓦礫を主体にした石灰モルタルのことで
す。色はきれいなピンク色をしています。その
中に大理石片を埋め込むというスタイルです。
この４つが舗床モザイクです。最後に５番目の
ムジヴァリウス、これは壁画のモザイクになり
ます。ムジヴァリウスの材料は、大理石ではな
く色ガラスが中心となります。この辺が古代ロ
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ーマ時代にたくさん作られたモザイクの表現様
式になります。
　テッセラとは、大理石を四角いサイコロ状に
割ったものを指します。これはモザイクの専門
用語です。イタリア語では四角い小さいものを
テッセラと総称しますが、モザイクのサイコロ
状に割った材料もテッセラと呼びます。モザイ
クは大理石や色ガラスといった材料が主体とな
るのですが、表現上何が大事かと言いますとも
ちろん原画による表現、絵画としての表現力が
重要となります。テッセラとテッセラを並べて
いくと隙間ができますが、この筋がモザイク表
現の中で重要な要素になります。目地とういう
ものです。目地の線の流れや幅、深さや色、ど
んな色のモルタルを使っているかによって目地
の表情は変わってきます。

３．目地表現の種類について
　①が馬目地、煉瓦を積むのと同じ線です。あ
る方向性を生かして逆の方向性を殺していく方
法です。これはローマ時代のモザイクの様式に
なります。ほぼローマ時代は①の目地を使用し
ています。
　②は芋目地といいます。タイル屋さんと同じ
方法の目地取りですね。縦横全部通して並べる
方法です。
　③の方形乱貼りは、四角いテッセラという形
を基準にしながら、縦も横も目地を殺す方法で
す。
　④は乱貼りで、テッセラの形にこだわらずに
様々な不定形の破片をランダムに貼っていく技
法で、よくタイルのモザイクに使われるもので
す。ガウディ建築のサグラダファミリア教会と
かグエル公園のタイルモザイクは、ほとんどこ
の④の目地取りで作られています。

４．モザイクに使用する石材
　一番多く使われているのは大理石です。大理
石は石灰石の変成岩ですので、もちろん石灰が

主成分になります。
　石灰石、大理石は色数も多く、また石の中で
は柔らかいですから割りやすく加工しやすい。
地中海沿岸ではたくさん産出される石材です。
それ以外に花崗岩、これは火山系の岩石ですの
で硬い石です。アラバスタは、石屋さんで通称
オニックスと呼ばれていますが、雪花石膏、石
膏の結晶が堆積して石になったものです。大理
石に似ている半透明なきれいな石です。そのほ
か砂岩、蛇紋石、あとドロマイトです。ドロマ
イトも見かけは大理石に似ています。マグネシ
ウムが成分として入っているので、大理石に比
べて酸性雨に強く、屋外でも鏡面は御影石のよ
うな持続性があります。このようにモザイクに
使用される石は一般的に６種類くらいありま
す。
　石の加工法は割ることが主流です。モザイク
専用のハンマーを使って割ります。切る方法は
丸鋸やワイヤーで切り、磨く方法は砥石だとか、
やすりの系統ですが、現代では道具類が技術的
に進歩し、ダイヤモンドの粒子が付着した刃が
開発されてからは、切ったり磨いたりするスピ
ードは格段に早くなりました。ローマ時代には
このようなものはなかった訳ですから、砂を付
着させた青銅だとか鉄の鋸を使っていました。
磨くときは砥石やサメの皮、動物の皮を使用し
ていたと言われています。地道な手作業による
ものでした。

５．モザイクの歴史
　一番古いモザイクは、紀元前35世紀頃のメソ
ポタミアのシュメール人が築いた都市国家ウル
クに残っているものですが、その後、紀元前４
〜５世紀頃ギリシャ人達によって細かい描写的
なモザイクが確立されていきます。ですから私
達が認識するモザイクの根元は、ギリシャ人達
が作った表現と言うことになります。紀元前１
世紀から４世紀頃は、古代ローマ帝国が地中海
一帯を支配下に置き、ギリシャ人の表現技法を
受け継ぎながら、更にたくさんのモザイクを作
った時代です。
　５世紀になるとキリスト教がローマ帝国に広
まっていきますが、それに伴い教会や洗礼堂が
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都市に作られるようになりました。その中をモ
ザイクで飾ったのが、初期キリスト教モザイク
と呼ばれるもので、ビザンティンやルネサンス
に繋がっていくきっかけとなるものです。９世
紀から13世紀はビザンティン美術が隆盛しま
す。これはギリシャ（ビザンティウム）を中心
に作られた美術の総称ですが、ビザンティンス
タイルのモザイクは、教会建築を通してヨーロ
ッパ全体に広まっていきました。しかし14〜16
世紀のイタリア・ルネサンス期になるとモザイ
クに変わってフレスコ画が主流になり、さらに
フランドル地方から油絵がイタリアに伝播さ
れ、ベネツィアを中心にキャンバスに描く油絵
が広まると、大きな壁画は油絵で描かれるよう
になります。そのため時間とお金のかかるモザ
イクは次第に作られなくなりました。
　しかし、19世紀にアーツ・アンド・クラフツ
運動から発展したアールヌーヴォーにおいて、
手作業による表現が見直され、モザイク、フレ
スコ画、ステンドグラスが再び建築装飾に取り
入れられるようになりました。その背景には機
械化による大量生産などの産業革命による社会
の変化がありました。そのような時代の中で自
分達が継承してきた文化や中世美術、手仕事の
素晴らしさを見直そうという新たな運動が起き
たのです。一方、イタリアでは、ムッソリーニ
政権下、ファシズムの時代ですが、1920年代か
ら40年代前半にかけて、古代ローマの再興を掲
げて国家事業が推進され、都市には大規模なモ
ザイクがたくさん作られました。これらは現在
も見ることができますが、このように古代から
現代に至るモザイクの長い歴史があるのです。

６．テッセラを作るための材料と道具
　モザイク用ハンマーには両方に刃がついてお
り、１キロくらいの重量があります。これは割
り台です。台刃です。刃を台座の丸太に差し込
み、固定します。石材をこの割り台に乗せてハ
ンマーで割ります。徐々に小さくして、必要な
サイズに加工していきます。こちらは天然大理
石の色見本ですが、いろんな色、白、黒、赤、緑、
黄色、茶系、数少ないですが青もあります。ア
ラバスタは半透明の白、緑、橙色などパステル

調の柔らかい色調になります。
　これは、ズマルトというモザイク用の色ガラ
スです。
　ズマルトは、ガラス原材料を溶融させる時に
顔料を混ぜ込み、着色します。窯から出した状
態は、ピッツァのような形をしていますが、そ
れをハンマーで１センチ×２センチ大に割っ
て、このようなピースにして販売しています。
これは金箔、銀箔ガラスですが、箔はガラスと
ガラスの間に挟まれた構造になっています。こ
れらはビザンティン・モザイクに多用された材
料ですが、現在でもベネツィアに２ヶ所、家族
経営の小さなガラス工場があり、昔ながらの工
法で製造しています。
　これはポッツォラーナという凝灰岩の粉末、
または火山灰の一種です。プリニウスの博物誌
には水で練ると石のように硬くなると書いてあ
りますが、私が試したところ水だけ混ぜても硬
くならず、乾くとまたパラパラの粉状になって
しまいました。産地固有の性質によるのかもし
れませんが、一般的にポッツォラーナは、砂の
ように石灰と混ぜ合わせて使ったのではないか
と思います。特性として、水硬性でセメントモ
ルタルのような強い硬化力があります。このよ
うな天然材料を古代ローマ時代にはモルタル材
料として使っていました。

７．モザイクの表現様式
　先程紹介しましたが、表現の種類についても
う少し説明します。
　オプス・ラピッリ、玉石モザイクは河原に落
ちている砂利を利用したモザイクです。ハンマ
ーは使用せず、人による加工が入っていない材
料です。次はオプス・テッセラートゥム、テッ
セラを並べたスタイルです。４世紀イスラエル
で作られたモザイクですが、一見すると絵のよ
うですが近くで見るとモザイクであることがわ
かります。次は象嵌モザイク、オプス・セクテ
ィーレはテッセラではなく、不定型に割ったり
切ったりした板石をジグソーパズルのように並
べて作るスタイルです。陰影の表現には、大理
石固有の模様をうまく利用しています。次はオ
プス・シンニヌムです。モザイクの分量が非常
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に少なく、この点々の白または黒の色しかモザ
イクには使用しません。様式的にはほとんどモ
ルタル地が露出したものですが、この淡紅色の
モルタルがコッチョペーストと呼ばれるもので
す。細かく砕いたレンガ片を骨材とした石灰モ
ルタルですが、このモルタルを打ち込む途中に
白、黒のテッセラを埋め込み、最終的に表面を
真っ平らに磨きます。
　ムジヴァリウスは大理石ではなく、ズマルト

（色ガラス）を主に使用するモザイクです。床
にガラスを使うと粉々に割れてしまいますが、
壁は人が踏むことはないので壊れ難い。だから
壁のモザイクには彩度の高いズマルトを使うこ
とができました。残念ながら壁のモザイクは壊
れやすいので床のモザイクほど残っていませ
ん。

８．古代文明〜ギリシャ・ローマ時代のモ
ザイク

　次は、人類史上最も古いモザイクです。ベル
リンのペルガモン美術館にありますが、紀元前
3500年頃のウルク神殿のコーンモザイクと呼ば
れるものです。材料は丸い円錐形のテラコッタ
です。この地域では石材が採れないので、モザ
イク材料は粘土で作っていました。円錐形の底
面を表面に露出させるため、底には釉薬で彩色
されています。このピースを先端からザクっと
石灰モルタルに差し込みながら制作したのでし
ょう。
　これは、次に古い紀元前2700年から2500年頃
のモザイクです。ウルクと同じようにシュメー
ル人の古代都市、ウルで発見された「ウルのス
タンダード」と呼ばれるモザイクです。この人
物は真珠母貝の板を使用しています。アワビの
ようなきれいな貝で、切り取った真珠母貝の板
に線刻をして人間の姿を描いています。背景は
ラピスラズリを使っていますが、当時、アフガ
ニスタンからこのような貴重な物資を交易によ
って手に入れていたということです。アフガン
でしか採れませんので。この四角い装飾縁どり
の赤と黒は、石灰石を使用しています。
　これは紀元前２〜紀元前１世紀に作られた

「イッソスの戦い」です。アレクサンダー大王

とダリウス三世の戦いを描いたモザイクです。
本来は床にあったものです。ギリシャのフィロ
ゼノスという画家がフレスコ画で描いたものを
コピーしたと言われています。幅は５〜６メー
トルあり、テッセラは一個３〜４ミリ位です。
　これはナイルモザイクと呼ばれるものです。
パレストリーナという町に残っていた舗床モザ
イクです。紀元前１世紀のもので、ちょうどロ
ーマ帝国がエジプトを属国とした頃、クレオパ
トラの時代です。当時エジプトは先進国で、ロ
ーマ人にとってはあこがれの地でしたので、そ
の地が支配下になったことでイタリア本国では
ナイル風景が流行しました。この作品も数多く
作られた中の１つです。発掘された時とは絵柄
が異なっていますが、それは修復時に創作が入
り、断片をオリジナルとは異なる位置に嵌め込
んだからです。テッセラのほとんどは大理石を
使用しています。
　モザイクに描く内容は、建物や部屋の用途に
合せて主題を選びます。例えば食堂の床ならば
魚などの食材が描かれます。レストランの看板
のような意味があります。魚は水と関係が深い
ですから絵の周囲の装飾には波の模様が描かれ
ます。これが額縁の始まりです。

９．初期キリスト教時代のモザイク
　これまでモザイクは、建物や部屋の用途に合
せた主題で制作されてきましたが、４〜５世紀
頃から主題は、キリスト教へと移行していきま
す。313年、コンスタンティヌス帝はキリスト
教を公認しました。380年には、テオドシウス
帝がキリスト教を国教としました。それはロー
マ帝国は当時、ゲルマン民族の侵入による政情
不安を抱え、ゲルマン人の多くがキリスト教を
信仰していたので、キリスト教を国教化するこ
とによって、政情を安定させようとしたからで
す。そのような時代背景の中で、４世紀から５
世紀にかけてモザイクの主題と表現内容も急激
に変化していきました。これは西洋美術史にお
いて、最も重要な出来事と言えます。以後、西
洋美術史はキリスト教を中心に動いていきま
す。
　初期キリスト教時代、十字架、羊、鳩、精霊
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などキリスト教美術に用いられる主題のほとん
どはギリシャ・ローマ時代から図像を引用しま
した。つまり意味づけを変化させて再利用した
のです。これは水瓶ですが、聖水が入っている
という意味になります。周りは波形文様ですが、
これも聖水を示す意味になります。同じように、
これはキューピットではなく天使になります。
このように姿は変わりませんが、キリスト教の
意味に変換されます。葡萄文様もギリシャ以来
の伝統的な文様ですが、キリストの肉体の意味
になります。このように、皆が受け入れられる
ように伝統的図像を継承しながら意味を置き換
えていったのです。初期キリスト教モザイクは、
そういう意味で非常に面白いですね。
　これはイスラエルのモザイクで旧約聖書の題
材を描いていますが、場面はヘロデ王の幼児虐
殺のシーンです。これはマリア様ですが、ギリ
シャ・ローマ時代の絵のスタイルを踏襲してい
ますので、一見宗教と関係ないように見えます
が、頭に光輪があるので聖人であることがわか
ります。ただ、初期の頃なので金はまだ使って
いません。
　これはミラノにあるサンタ・アクイリーノ教
会のモザイクですが、こうなるともう完全にキ
リスト教美術です。この主題は教会のアプスに
よく描かれますが、十二使徒ですね。中心にイ
エス・キリストがいて、背景が全て金となりま
すが、段々とこのように変化していきます。そ
して、これはリボン波形文様と言います。波形
文様はキリスト教の美術において非常に重要で
よく使われますね。

10．ラヴェンナの初期キリスト教モザイク
　これは私たちが保存修復事業を行ったラヴェ
ンナのガッラ・プラチディア霊廟の内壁の一部
で、一番代表的な場面です。450年前後に作ら
れたものです。イエス・キリストの姿が具体的
に描かれています。初期キリスト教美術におけ
るキリストの姿は、大体青年像で、髭も生えて
いません。キリストの周りにさまよえる羊達、
これは人々を意味します。手前の崖は前景であ
り、中景に主題となるキリスト像、その背景に
は岩山や空を描いています。前景・中景・後景、

この秩序は遠近法であり、西洋における絵画表
現の基本になっていくものです。遠近感は絵の
奥行きです。神の世界を現実世界に置き換える
という意味において、非常に革新的な作品なの
です。

　伝統的な構図をうまく利用している例とし
て、ローマ時代に作られたオルフェウス像を挙
げますが、オルフェウスは竪琴の名手で、竪琴
の音に魅了された動物達が、オルフェウスの周
りに集まっているシーンです。オルフェウスは
カリスマですから、それをイエス・キリスト像
に置き換えているのです。竪琴の変わりに十字
架を持ち、キリストのお説教を聞いて羊達が集
まっている。そういう風に観ていくと非常に面
白いですね。伝統的なものを新しい宗教、キリ
スト教に置き換えて、どんどん広めていきます。
　これもガッラ・プラチディア霊廟の中です
が、この姿からしますとパウロとペテロでしょ
うか。そして、この上に日傘がありますが、先
程のゼウスとヴィーナスのモザイクにあった日
傘と同じですね。高貴な人の上には日傘を描く
というのはギリシャ・ローマ時代からの伝統的
なスタイルですが、聖人の上にも日傘が描かれ
ます。
　これは有名な図像ですね。白い鳩が水盤で水
を飲んでいるモザイクですが、そのオリジナル
を紹介します。これは、ペルガモンのソススの
作品をローマ時代にコピーしたものと言われて
いますが、水盤に集まる鳩はローマ時代からよ
く描かれる主題です。しかし、初期キリスト教
時代になるとただの街角の鳩じゃなくて聖霊の
意味になり、後に白い鳩の姿で表されるように
なります。水盤の水は聖水の意味になりますの
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で、イエス・キリストを指します。ここには葡
萄文様もあります。キリスト教の意味付けとし
て伝統的な表現はこのように置き換えられてい
きます。
　これも同じくラヴェンナにありますが、サン
タポリナーレ・ヌオヴォ教会のモザイクです。
こちらには聖女、反対側には聖人の行列が描か
れています。これは490年頃の建造物で、テオ
ドリックという王様が支配した時の建造物で
す。テオドリックはゲルマン系の王様です。オ
ドアケルというゲルマン傭兵隊長が一時イタリ
アを占領した時、東ローマ皇帝に人質として
捕えられていたゲルマン王族のテオドリック
は「お前が征服してこい」と命を受けます。そ
してテオドリックはイタリアに攻め入り、オド
アケルを殺して自ら西ローマ帝国を支配しまし
た。ここはテオドリック王のプライベートな礼
拝堂です。この隣りには王宮が続いていたとい
うことですが、今は土台と壁の一部しか残って
いません。王様のプライベート礼拝堂ですが、
内陣の全てをモザイクで飾った大変立派な建物
です。

　これがアプスに近い方にある東方三博士の礼
拝、有名なシーンですね。そして次に聖母子像
ですが、この図像は、聖母マリアの胸に抱かれ
たキリストとして後々ずっと引用されていきま
す。聖母子像の原型となるものです。聖母子像
の左右に居るのは大天使達です。ミカエル、ガ
ブリエルとラファエル、ウリエルですね。四大
天使は天使の中で一番上位に位置し、常に神の
側に仕えます。
　これは反対側の男子の聖人の行列ですが、西
陽に当たった状態です。壁の表面はデコボコで

すね。斜光線を当てて見ると、決して平らでは
なく凸凹だらけなのがよくわかります。これは
技術的に未熟な訳ではなくて、わざとデコボコ
に仕上げているのです。そうすることによって、
光が乱反射し、モザイクがキラキラ輝いて見え
るのです。西陽が入るとその効果がよくわかり
ます。これがラヴェンナのモザイクの特色です。
　これはラヴェンナのサン・ヴィターレ教会で
すが、時代的には一番最後に作られたものです。
ユスティニアヌス帝が実権を握った頃、522〜
548年に作られました。ユスティニアヌス帝が
中央に立ち、こちらは侍従者達です。大司教マ
クシミアヌスは、ラヴェンナの統治者ですね。
随臣達に囲まれて中央に支配者がいます。この
人は銀行家でパトロンだと言われています。足
が描かれてないので、後につけ加えられたので
はないかという説があります。ユスティニアヌ
ス帝は史実として、ラヴェンナに来たことはな
いのですが、堂々と入場する場面を描いていま
す。向かい側には王妃のデオドーラ（元踊り子）
が描かれています。美貌と賢さを武器にユステ
ィニアヌス帝を手玉に取り、意のままに皇帝を
動かしたと言われていますが、皇帝と妃が一緒
に入場するシーンを記念写真のように描いたモ
ザイクです。
　ラヴェンナで作られたモザイクまでを初期キ
リスト教（パレオ・クリスティアニズモ）モザ
イクと私は定義しています。ビザンティン・モ
ザイクとして扱われることが多いのですが、ラ
ヴェンナのモザイクは、ローマからキリスト教
へ移行する時代をもっともよく反映した美術で
あり、ビザンティン・モザイクとは分けて見る
べきではないかと考えます。
　ラヴェンナが繁栄したのは400〜550年ですか
ら僅か150年程しかありませんが、数多くのモ
ザイクが作られました。それは皇帝達の居住地
だったからです。476年に西ローマ帝国が滅び
ますから、ラヴェンナは西ローマ帝国最後の都
ということになります。その間、時代はローマ
時代からキリスト教の時代へと大きく変わって
いきます。ラヴェンナのモザイクは全部で７ヶ
所あり、その全てが歴史的建造物群として世界
文化遺産に登録されています。美術史の観点か
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らも非常に重要な作品であると言えるでしょ
う。

11．ビザンティン・モザイク
　ラヴェンナのモザイクから約500年が経ち、
キリスト教モザイクはビザンティン・モザイク
と総称されるようになります。制作技術面では
ローマ時代以来のモザイク技法を踏襲していま
すが、長い年月の間に表現スタイルは形式化さ
れていきます。例えば、アプス中央に描かれる
キリスト像は、片手に聖書を持ち、もう一方の
手は天を指す。というように、お決まりの図像
が描かれるようになります。構図にとどまらず
顔の表現や衣の皺のつけ方、陰影などもお手本
通りに作るようになり、個性の表現よりも信仰
こそが重要になっていきます。ですから、その
意味では神に仕えるビザンティンスタイルは、
非常に力強い表現です。これらはラヴェンナの
自然主義的な初々しい表現とは異なるもので
す。
　ビザンティン・モザイクでは神なる天の象徴
として金を多用しますが、金は高価で裕福な証
しであり、経年劣化しない＝神の永遠性という
意味になります。また、金で飾った壁面は、ド
ームを中心とした教会建築の特性を最大限に利
用し、時間と共に変わる光による図像表現を追
究しました。
　いくつかの例をお見せしますが、これがモン
レアーレ大聖堂です。シチリアの州都パレルモ
近郊の丘の上にあるカテドラルです。幼少イエ
ス・キリストのエジプト逃避の場面を描いたモ
ザイクですが、背景に午前中の光が当たってい
る場面ですね、金はキラキラ輝いています。そ
れが午後の光になると金は沈んで見えます。こ
れはノアの箱船のシーンですが、金が暗くなり、
逆に図像の部分が浮かび上がって見えますね。
これも金の表現効果です。これがアプスにある
キリスト像ですが、ドームはレンズのように光
を集約させますので、キリストに後光が差し込
んでいるように見えますね。
　これはベネツィア・トルチェッロ島のサンタ・
マリア・アッスンタ教会にある聖母子像で、12
世紀のものです。これもドームの中心に描かれ

てますから、光が中央に集約し、マリア様は輝
いて見えます。
　これもそうですね、パレルモ市内の教会です
が、これはゴシックアーチと言いまして、先頭
が尖ったアーチが二重に90度クロスするような
構造を持つクーポラです。先頭の尖った部分に
光が集中して十字架の形が浮かび上がります。
キリストの顔と重なるように光りに満ち溢れた
十字架像が浮かび上る仕掛です。金と光＝神の
存在を主題とした表現、建築構造とモザイク表
現が合体していますね。これがビザンティン美
術の素晴らしいところです。


